
ドローン × 高速ビジョンS2

ドローン × AI （日本語通訳が付きます）S1

ドローン × 5GS3

パネルディスカッション

同 時 開 催
会 場 幕張メッセ 国際会議場（千葉市美浜区）会 期 2019年4 月19日(金) 10：00～12：50

第5回 国際ドローンシンポジウム  ドローンの産業活用のこれから

会　場
案　内

■ 交通のご案内

●内の数字は所要時間（分）

◆東京都心方向から海浜幕張駅（JR京葉線）

◆東京都心方向から幕張本郷駅（JR総武線）

◆羽田空港から

◆浦和・松戸方面から
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２０19年4月17日（水）～19日（金）
幕張メッセ・国際会議場
〒261-0023  千葉市美浜区中瀬 2-1 
TEL：043（296）0001(代)　　FAX：043（296）0529

JR京葉線JR京葉線

至 東京至 東京

海浜幕張駅から国際会議場へのルート 2階　　　1階

アパホテル＆リゾート
〈東京ベイ幕張ホール〉

アパホテル＆リゾート
〈東京ベイ幕張ホール〉

TECHNO-FRONTIERとは

未来のモノづくりを支える要素技術の最新情報がここに集結します

◆ 技術シンポジウムと専門展示会の融合的展開
課題解決とビジネス創造につながる生の技術情報と製品情報を得ることができます。

◆ 第一線のプロフェッショナルが集まります
多様な業種の研究・開発・設計のスペシャリストが新たな価値創造を目的に全国から集います。

◆ アジア随一の規模と歴史
メカトロニクス・エレクトロニクス技術の発展と普及を30年以上にわたり、支援してきました。
前回は、シンポジウムに約3,200名、展示会に約30,000名の方にご来場いただきました。

センシング技術シンポジウム プログラム第 3 回
敬称略　C：コーディネータ
※プログラム内容（発表者、発表テーマ、内容等）が
　変更になる事がありますので予めご了承ください。

４

月

17

日
（
水
）

４

月

18

日
（
木
）

H1 H2自動運転を支えるセンシング技術① 自動運転を支えるセンシング技術②

H3 H4工場IoTを実現するセンシング技術① 工場IoTを実現するセンシング技術②

10：00～12：45 14：15～17：00

C：井上 秀雄　　神奈川工科大学 創造工学部 自動車システム開発工学科 学科長 / 先進自動車研究所長＆自動車工学センター長 / 教授

C：勝村 義輝　　㈱日立製作所 研究開発グループ 生産イノベーションセンタ 生産システム研究部 部長

1 運転支援・自動運転における安全技術の進化について
・リスク予測制御（Risk predictive control）
・人間機械協調制御（Shared control）　　・Virtual & Real の評価環境
井上 秀雄　神奈川工科大学 創造工学部 自動車システム開発工学科 学科長 / 

先進自動車研究所長＆自動車工学センター長 / 教授
2 NVIDIA DRIVEとセンシング

・NVIDIAの自動運転における活動　　・センサとAIの最新状況
・今後に向けて
廣瀬 一人　NVIDIA Automotive Business Development Manager

3 高度運転支援・自動運転を支えるセンシング技術
・各種車載周辺監視センサの概要
・センサーフュージョンの事例紹介
・自動運転の事例紹介
青木 豊　㈱デンソー 先進モビリティシステム開発部 担当課長

1 溶接現場におけるIoT活用による改善
・コマツ流つながる工場
・ロボット溶接工程におけるセンシング技術
・人の作業の見える化
森 浩樹　コマツ 生産本部 生産技術開発センタ 溶接接合グループ

溶接ロボット開発チーム チーム長

2 IoTの生産工場革新における、画像センサーの活用(仮)
ソニーセミコンダクタマニュファクチャリング㈱

3 富士通の最新テクノロジーを駆使した製造業の近未来
・中国やドイツにおける製造業の事例
・国内におけるデジタルツインの最新事例
・製造業の現場におけるVRの効果的活用法
中山 五輪男　富士通㈱ 理事 首席エバンジェリスト

1 パナソニック佐賀工場に見る、人と設備の最適化による「GEMBA」改革
～進化するセンシング技術とデータの有効活用～

・音声データ化：作業効率化と品質確保
・動作検知技術：ビーコンでの人の測位よる生産性向上
・現場CPS化技術：マルチモーダルデータ統合分析AI技術による人生産性向上
高橋 俊也　パナソニック㈱ コネクティッドソリューションズ社 佐賀工場 工場長

2 次世代生産工場「安川ソリューションファクトリ」の取り組み
～i3-Mechatronicsの実践で生産性を向上させる～

・i3-Mechatronicsについて　　・安川ソリューションファクトリでの実践と効果
・安川ソリューションファクトリを支えるコンポーネントの進化
今永 一弘　㈱安川電機 モーションコントロール事業部 コントローラ開発部

3 化学プラントにおけるセンシング技術を活用した次世代工場構築の取組み
・次世代工場構築の背景　　・センシング技術活用事例　　・化学プラントでの課題
江崎 宣雄　三井化学㈱ 生産・技術本部 生産技術高度化推進室 企画グループリーダー

1 ボッシュの自動運転への取組み
・自動車を取り巻く社会を形作るメガトレンド
・社会の変化に合わせた将来のモビリティのあり方　　・自動運転に必要とされる要素技術
千葉 久　ボッシュ㈱ シャシーシステム コントロール事業部

システム開発部門 自動運転システム開発部 部長
2「みちびき」対応受信機の自動運転向けセンサとしての活用について

・「みちびき」対応受信機の農機の自動運転への活用
・「みちびき」対応受信機のドローンの自動運転への活用
・衛星測位が難しい場面での位置情報提供のための取り組みについて
大西 健広　マゼランシステムズジャパン㈱ 開発部 サイエンティスト 

3 Intempora 社 RTMaps による自動運転向けアプリケーションのグラフィカルな試作開発
・ADAS/自動運転分野の開発の課題
・RTMaps (Real-time Multi-sensor Applications) によるセンサフュージョンアルゴリズムのプロトタイピング
・RTMaps を軸にした自動運転開発へのモデルベース開発への展開
山田 崇　dSPACE Japan㈱ ソリューション技術部 シニアプロダクトコーディネータ

※本事業開催最終日の消費税率を適用させていただきます。
※テキスト費は含まれております。
※昼食は付いておりません。
・法人会員ご入会の有無につきましては、下記HPにて
　ご確認ください。
   https://www.jma.or.jp/membership/

参加料
（税抜）

日本能率協会法人会員
同時開催展示会出展会社

官公庁・大学

上　記　外

28,000円 / 1セッション

13,000円 / 1セッション

32,000円 / 1セッション

【参加対象】
・ドローンを活用したビジネスを検討
　している事業者
・ドローンおよび関連技術の開発者、
　関連部品等の設計者　　他

検　索検　索ドローンシンポジウム

※詳細・参加お申し込みはこちら

ドローンメーカ・ユーザ企業より、
ドローン利活用におけるビジネス
展開・先進技術の最前線事例を
ご披露いただきます。

プログラム　　（10：00～12：50）   ※講演者、プログラム内容は変更になることがあります。 （敬称略）

高速ビジョンのドローン応用
・高速ビジョンの現状
・高速ビジョンのロボット応用
・高速ビジョンのドローンへの応用 

千葉大学 大学院 工学研究院 准教授　　並木 明夫

ドローンの運航を支えるモバイル通信（仮）
・ドローンの長距離運航に向けたモバイル通信の活用と課題
・ドローン×モバイル通信の活用事例
・5Gを見据えたさらなる高度化に向けた取組み
㈱NTTドコモ スマートライフ推進部 ドローンビジネス推進室 担当部長　　原　 尚史

Artificial Intelligence on Drone : Okutama Use Case
ドローンへのAI応用：奥多摩の実用事例

・Deep Learning for situational awareness by drone in disaster response
災害対応におけるドローンによる状況認識に対するディープラーニング

・Deep Learning for surveillance by drone
ドローンによる監視に対するディープラーニング

・Deep Learning for damage detection on bridge (Niigata)
橋梁の損傷検出に対するディープラーニング(新潟) 

情報・システム研究機構 国立情報学研究所　　プレンディンガー ヘルムト

コーディネータ
一般社団法人日本ドローンコンソーシアム 会長　　野波 健蔵

※　　　マークのついているセッションは、自動車技術関連セッションです。
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